
(57)【要約】

　【課題】　ナセル及びローターブレード等の風力発電

機器の据え付け作業を地上２０ｍ～３０ｍ程度の比較的

低所で行うことにより、大型クレーンおよび大掛かりな

仮設部材を一切不要とし、それでいて４０～１２０ｍ程

度の大型化した風力発電タワーを構築することができる

、施工性及び安全性並びに経済性に非常に優れた風力発

電タワーの構築方法を提供する。

　【解決手段】　上下方向にスライド可能に内外に組み

合わせた２体の塔体１、２を入れ子式に構築し、外側の

塔体２を基礎３に固定し、内側の塔体１の頭部にナセル

４、ローターブレード５等の風力発電機器を据え付ける

ステップと、前記内側の塔体１を、前記外側の塔体２に

反力をとって上昇させ、上昇限度に到達した段階で、前

記内側の塔体１の下端部１１を前記外側の塔体２の上端

部２０ａに緊結するステップにより風力発電タワーを構

築する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 上 下 方 向 に ス ラ イ ド 可 能 に 内 外 に 組 み 合 わ せ た ２ 体 の 塔 体 を 入 れ 子 式 に 構 築 し 、 外 側 の
塔 体 を 基 礎 に 固 定 し 、 内 側 の 塔 体 の 頭 部 に ナ セ ル 、 ロ ー タ ー ブ レ ー ド 等 の 風 力 発 電 機 器 を
据 え 付 け る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 内 側 の 塔 体 を 、 前 記 外 側 の 塔 体 に 反 力 を と っ て 上 昇 さ せ 、 上 昇 限 度 に 到 達 し た 段 階
で 、 前 記 内 側 の 塔 体 の 下 端 部 を 前 記 外 側 の 塔 体 の 上 端 部 に 緊 結 す る ス テ ッ プ に よ り 風 力 発
電 タ ワ ー を 構 築 す る こ と を 特 徴 と す る 、 風 力 発 電 タ ワ ー の 構 築 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 下 方 向 に ス ラ イ ド 可 能 に 内 外 に 組 み 合 わ せ た 複 数 の 塔 体 を 入 れ 子 式 に 構 築 し 、 最 も 外
側 の 塔 体 を 基 礎 に 固 定 し 、 最 も 内 側 の 塔 体 の 頭 部 に ナ セ ル 、 ロ ー タ ー ブ レ ー ド 等 の 風 力 発
電 機 器 を 据 え 付 け る ス テ ッ プ と 、
　 最 も 内 側 の 塔 体 を 、 そ の 外 側 に 隣 接 す る 塔 体 に 反 力 を と っ て 上 昇 さ せ 、 上 昇 限 度 に 到 達
し た 段 階 で 、 前 記 内 側 の 塔 体 の 下 端 部 を そ の 外 側 に 隣 接 す る 塔 体 の 上 端 部 に 緊 結 し 、 次 い
で 前 記 外 側 の 塔 体 を 更 に 外 側 の 塔 体 に 反 力 を と っ て 上 昇 さ せ 、 上 昇 限 度 に 到 達 し た 段 階 で
、 前 記 外 側 の 塔 体 の 下 端 部 を 更 に 外 側 の 塔 体 の 上 端 部 に 緊 結 す る 工 程 を 、 最 も 外 側 の 塔 体
の 内 側 に 隣 接 す る 塔 体 を 上 昇 さ せ る ま で 順 次 行 う ス テ ッ プ に よ り 風 力 発 電 タ ワ ー を 構 築 す
る こ と を 特 徴 と す る 、 風 力 発 電 タ ワ ー の 構 築 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 塔 体 を 上 昇 さ せ る 手 段 は 、 そ の 外 側 に 隣 接 す る 塔 体 自 体 を 反 力 架 台 と し て リ フ ト ア ッ プ
、 又 は プ ッ シ ュ ア ッ プ す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 し た 風 力 発 電 タ ワ ー
の 構 築 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 昇 す る 塔 体 の 外 側 面 と 、 そ の 外 側 に 隣 接 す る 塔 体 の 内 側 面 の い ず れ か 一 方 に ガ イ ド を
鉛 直 方 向 に 設 け 、 他 方 に 前 記 ガ イ ド に 沿 っ て ス ラ イ ド 可 能 な レ ー ル を 鉛 直 方 向 に 設 け る こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 に 記 載 し た 風 力 発 電 タ ワ ー の 構 築 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 塔 体 を 上 昇 さ せ る 際 の バ ラ ン ス 制 御 は 、 塔 体 周 辺 に 設 置 し た ウ ィ ン チ に よ り 行 う こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 に 記 載 し た 風 力 発 電 タ ワ ー の 構 築 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 塔 体 は 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 部 材 を 鉛 直 方 向 に 積 み 上 げ て 構 築 す る こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 に 記 載 し た 風 力 発 電 タ ワ ー の 構 築 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 塔 体 の 外 形 は 、 寸 胴 形 状 、 又 は テ ー パ ー 形 状 と し 、 水 平 断 面 形 状 は 、 円 形 状 、 又 は 多 角
形 状 と す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か 一 に 記 載 し た 風 力 発 電 タ ワ ー の 構
築 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 風 力 発 電 タ ワ ー の 構 築 方 法 の 技 術 分 野 に 属 し 、 更 に 云 え ば 、 ４ ０ ｍ ～ １ ２
０ ｍ 程 度 の 高 さ を 有 す る 大 型 化 し た 風 力 発 電 タ ワ ー の 構 築 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 気 エ ネ ル ギ ー 源 と し て の 風 力 発 電 は 、 地 球 温 暖 化 や 酸 性 雨 の 原 因 と な る ガ ス を 排 出 し
な い ク リ ー ン エ ネ ル ギ ー 源 と し て 社 会 的 要 求 が 高 く な っ て き て い る 。 近 年 で は 、 風 の 強 さ
は 高 度 が 高 く な る 程 強 く な り 、 ひ い て は 利 用 す る エ ネ ル ギ ー が 増 大 す る こ と か ら 、 風 力 発
電 タ ワ ー の 大 型 化 （ 高 層 化 ） が 要 請 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 、 風 力 発 電 タ ワ ー の 構 築 方 法 に 関 す る 技 術 は 、 下 記 す る 特 許 文 献 １ ～ ３ の よ う に 種
々 開 示 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 部 材 を 下 方 か ら 順 次 上 方 に 向 か っ て 積 み 上
げ て タ ワ ー を 構 築 し た 後 、 大 型 ク レ ー ン で ナ セ ル （ 発 電 機 本 体 ） 、 ロ ー タ ー ブ レ ー ド 等 の
風 力 発 電 機 器 を 吊 り 上 げ 、 前 記 タ ワ ー の 最 頂 部 に 据 え 付 け る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 ２ に は 、 大 型 ク レ ー ン を 使 用 し な い で 、 仮 設 し た せ り 上 げ 装 置 を 利 用 し て 風 力
発 電 タ ワ ー を 構 築 す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 許 文 献 ３ に は 、 小 型 の ト ラ ッ ク ク レ ー ン を 使 用 し て 、 ブ ロ ッ ク 分 け し た 塔 体 構 造 物 お
よ び ナ セ ル 、 ロ ー タ ー ブ レ ー ド 等 の 風 力 発 電 機 器 を 持 ち 上 げ て 組 み 立 て る こ と に 至 便 の ク
ラ イ ミ ン グ 装 置 と 、 こ れ を 利 用 し て 風 力 発 電 タ ワ ー を 構 築 す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ １ ２ １ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ５ ４ ６ ６ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ８ ４ ７ ３ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 特 許 文 献 １ に 係 る 技 術 を 用 い て 大 型 化 し た 風 力 発 電 タ ワ ー を 構 築 す る に は 、 以 下 の
よ う な 問 題 が あ っ た 。
１ ） タ ワ ー の 最 頂 部 に 据 え 付 け る ナ セ ル は 大 重 量 で あ る が 故 に 、 こ れ を ４ ０ ｍ ～ １ ２ ０ ｍ
程 度 の 高 さ ま で 吊 り 上 げ る に は 、 大 型 の ク レ ー ン が 不 可 欠 と な る 。 こ の よ う な 大 型 ク レ ー
ン は 台 数 が 非 常 に 少 な く 、 ま た 大 型 ク レ ー ン を 安 定 し て 設 置 す る た め の 地 盤 改 良 工 事 や 地
盤 補 強 工 事 な ど に 多 大 な 労 力 と 時 間 が 必 要 に な り 経 済 性 が 悪 い と い う 問 題 が あ っ た 。
２ ） 大 型 ク レ ー ン に よ る ロ ー タ ー ブ レ ー ド の ナ セ ル へ の 据 付 に 際 し 、 風 が 強 い と ロ ー タ ー
ブ レ ー ド が 風 の 影 響 を 受 け 易 い た め に 、 多 大 な 時 間 を 要 し た り 、 作 業 を 中 止 す る こ と が 多
か っ た 。 特 に 、 風 力 発 電 タ ワ ー を 設 置 す る 場 所 は 、 山 岳 地 帯 や 離 島 な ど の 強 風 地 帯 で あ り
、 こ れ ら 強 風 地 帯 で 、 ４ ０ ｍ ～ １ ２ ０ ｍ 程 度 の 高 さ ま で ロ ー タ ー ブ レ ー ド を 吊 り 上 げ 、 且
つ ナ セ ル へ の 据 え 付 け 作 業 を 行 う こ と は 大 変 至 難 で あ り 、 作 業 に 長 期 間 を 有 す る と い う 問
題 が あ っ た 。
３ ） 大 型 ク レ ー ン の 使 用 は 、 建 設 費 が 嵩 む だ け で な く 、 建 設 現 場 ま で の 搬 入 が 困 難 と い う
問 題 が あ る 。 特 に 、 風 力 発 電 タ ワ ー を 設 置 す る 場 所 は 、 山 岳 地 帯 や 離 島 な ど の 交 通 ア ク セ
ス の 不 便 な 場 所 が 多 く 、 こ の 問 題 は 顕 著 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 特 許 文 献 ２ に 係 る 技 術 は 、 大 型 ク レ ー ン を 使 用 し な い で 実 施 で き る 点 は 注 目 で き る と し
て も 、 ４ ０ ｍ ～ １ ２ ０ ｍ 程 度 の 高 さ を 有 す る 大 型 化 し た 風 力 発 電 タ ワ ー を 構 築 す る に は 、
同 等 高 さ の 大 掛 か り な せ り 上 げ 装 置 （ 仮 設 部 材 ） を 構 築 し な け れ ば な ら ず 、 工 期 が 長 期 化
す る 上 に コ ス ト が 膨 大 に 嵩 む と い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 大 掛 か り な せ り 上 げ 装 置 は 、 風 力
発 電 タ ワ ー を 構 築 し た 後 は 解 体 ・ 撤 去 し て 大 量 の 建 設 廃 棄 物 と な る の で 、 環 境 的 に も 問 題
が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 特 許 文 献 ３ に 係 る 技 術 は 、 小 型 の ト ラ ッ ク ク レ ー ン を 使 用 し て 、 ブ ロ ッ ク 分 け し た 塔 体
構 造 物 お よ び ナ セ ル 、 ロ ー タ ー ブ レ ー ド 等 の 風 力 発 電 機 器 を 持 ち 上 げ て 組 み 立 て る こ と を
内 容 と す る 技 術 で あ る か ら 、 ４ ０ ｍ ～ １ ２ ０ ｍ 程 度 の 高 さ を 有 す る 大 型 化 し た 風 力 発 電 タ
ワ ー の 構 築 に 適 用 可 能 な 技 術 と は 到 底 認 め が た い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 ナ セ ル 及 び ロ ー タ ー ブ レ ー ド 等 の 風 力 発 電 機 器 の 据 え 付 け 作 業 を 地 上
２ ０ ｍ ～ ３ ０ ｍ 程 度 の 比 較 的 低 所 で 行 う こ と に よ り 、 大 型 ク レ ー ン お よ び 大 掛 か り な 仮 設
部 材 を 一 切 不 要 と し 、 そ れ で い て ４ ０ ～ １ ２ ０ ｍ 程 度 の 大 型 化 し た 風 力 発 電 タ ワ ー を 構 築
す る こ と が で き る 、 施 工 性 及 び 安 全 性 並 び に 経 済 性 に 非 常 に 優 れ た 風 力 発 電 タ ワ ー の 構 築
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方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 と し て 、 請 求 項 １ に 記 載 し た 発 明 に 係 る 風 力 発 電 タ ワ ー
の 構 築 方 法 は 、 図 １ Ａ ～ Ｄ に 示 し た よ う に 、 上 下 方 向 に ス ラ イ ド 可 能 に 内 外 に 組 み 合 わ せ
た ２ 体 の 塔 体 １ 、 ２ を 入 れ 子 式 に 構 築 し 、 外 側 の 塔 体 ２ を 基 礎 ３ に 固 定 し 、 内 側 の 塔 体 １
の 頭 部 に ナ セ ル ４ 、 ロ ー タ ー ブ レ ー ド ５ 等 の 風 力 発 電 機 器 を 据 え 付 け る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 内 側 の 塔 体 １ を 、 前 記 外 側 の 塔 体 ２ に 反 力 を と っ て 上 昇 さ せ 、 上 昇 限 度 に 到 達 し た
段 階 で 、 前 記 内 側 の 塔 体 １ の 下 端 部 １ １ を 前 記 外 側 の 塔 体 ２ の 上 端 部 ２ ０ ａ に 緊 結 す る ス
テ ッ プ に よ り 風 力 発 電 タ ワ ー を 構 築 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 し た 発 明 に 係 る 風 力 発 電 タ ワ ー の 構 築 方 法 は 、 図 ９ ～ 図 １ ４ に 示 し た よ
う に 、 上 下 方 向 に ス ラ イ ド 可 能 に 内 外 に 組 み 合 わ せ た 複 数 の 塔 体 ３ ０ 、 ４ ０ 、 ５ ０ を 入 れ
子 式 に 構 築 し 、 最 も 外 側 の 塔 体 ５ ０ を 基 礎 ３ に 固 定 し 、 最 も 内 側 の 塔 体 ３ ０ の 頭 部 に ナ セ
ル ４ 、 ロ ー タ ー ブ レ ー ド ５ 等 の 風 力 発 電 機 器 を 据 え 付 け る ス テ ッ プ と 、
　 最 も 内 側 の 塔 体 ３ ０ を 、 そ の 外 側 に 隣 接 す る 塔 体 ４ ０ に 反 力 を と っ て 上 昇 さ せ 、 上 昇 限
度 に 到 達 し た 段 階 で 、 前 記 内 側 の 塔 体 ３ ０ の 下 端 部 ３ ０ ａ を そ の 外 側 に 隣 接 す る 塔 体 ４ ０
の 上 端 部 ４ ０ ｂ に 緊 結 し 、 次 い で 前 記 外 側 の 塔 体 ４ ０ を 更 に 外 側 の 塔 体 ５ ０ に 反 力 を と っ
て 上 昇 さ せ 、 上 昇 限 度 に 到 達 し た 段 階 で 、 前 記 外 側 の 塔 体 ４ ０ の 下 端 部 ４ ０ ａ を 更 に 外 側
の 塔 体 ５ ０ の 上 端 部 ５ ０ ｂ に 緊 結 す る 工 程 を 、 最 も 外 側 の 塔 体 ５ ０ の 内 側 に 隣 接 す る 塔 体
４ ０ を 上 昇 さ せ る ま で 順 次 行 う ス テ ッ プ に よ り 風 力 発 電 タ ワ ー を 構 築 す る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 し た 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 し た 風 力 発 電 タ ワ ー の 構 築 方 法 に お
い て 、 塔 体 １ を 上 昇 さ せ る 手 段 は 、 そ の 外 側 に 隣 接 す る 塔 体 自 体 を 反 力 架 台 と し て リ フ ト
ア ッ プ 、 又 は プ ッ シ ュ ア ッ プ す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 し た 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 に 記 載 し た 風 力 発 電 タ ワ ー の 構
築 方 法 に お い て 、 上 昇 す る 塔 体 の 外 側 面 と 、 そ の 外 側 に 隣 接 す る 塔 体 の 内 側 面 の い ず れ か
一 方 に ガ イ ド を 鉛 直 方 向 に 設 け 、 他 方 に 前 記 ガ イ ド に 沿 っ て ス ラ イ ド 可 能 な レ ー ル を 鉛 直
方 向 に 設 け る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 し た 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 に 記 載 し た 風 力 発 電 タ ワ ー の 構
築 方 法 に お い て 、 塔 体 を 上 昇 さ せ る 際 の バ ラ ン ス 制 御 は 、 塔 体 周 辺 に 設 置 し た ウ ィ ン チ に
よ り 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 し た 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 に 記 載 し た 風 力 発 電 タ ワ ー の 構
築 方 法 に お い て 、 塔 体 は 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 部 材 を 鉛 直 方 向 に 積 み 上 げ て 構 築 す
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 し た 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か 一 に 記 載 し た 風 力 発 電 タ ワ ー の 構
築 方 法 に お い て 、 塔 体 の 外 形 は 、 寸 胴 形 状 、 又 は テ ー パ ー 形 状 と し 、 水 平 断 面 形 状 は 、 円
形 状 、 又 は 多 角 形 状 と す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 １ ～ ７ に 記 載 し た 発 明 に 係 る 風 力 発 電 タ ワ ー の 構 築 方 法 に よ れ ば 、 風 力 発 電 タ ワ
ー の 構 成 要 素 で あ る 塔 体 を 、 上 下 方 向 に ス ラ イ ド 可 能 に 内 外 に 組 み 合 わ せ た 入 れ 子 式 に 構
築 す る の で 、 ナ セ ル 及 び ロ ー タ ー ブ レ ー ド 等 の 風 力 発 電 機 器 の 据 え 付 け 作 業 を 地 上 ２ ０ ｍ
～ ３ ０ ｍ 程 度 の 比 較 的 低 所 で 行 う こ と が で き 、 そ れ で い て ４ ０ ｍ ～ １ ２ ０ ｍ 程 度 の 高 さ を
有 す る 大 型 化 し た 風 力 発 電 タ ワ ー を 構 築 す る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 風 力 発 電 機 器 の 据
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え 付 け 作 業 を 地 上 ２ ０ ｍ ～ ３ ０ ｍ 程 度 の 比 較 的 低 所 で 行 う こ と が で き る の で 、 大 型 ク レ ー
ン お よ び 大 掛 か り な 仮 設 部 材 が 一 切 不 要 と な り 、 工 期 も 短 縮 で き 、 施 工 性 及 び 安 全 性 並 び
に 経 済 性 に 非 常 に 優 れ て い る 。 さ ら に 、 仮 設 部 材 等 に 起 因 す る 建 設 廃 棄 物 も 極 力 少 な く し
て 実 施 で き る の で 、 環 境 性 に も 優 れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 前 記 風 力 発 電 機 器 が 劣 化 等 し て 取 り 替 え る 必 要 が 生 じ た と き は 、 構 築 時 と 逆 の 工
程 を 行 い 、 風 力 発 電 機 器 の 取 り 替 え 作 業 を や は り 、 地 上 ２ ０ ｍ ～ ３ ０ ｍ 程 度 の 比 較 的 低 所
で ス ム ー ズ に 行 う こ と が で き る の で 、 大 型 ク レ ー ン お よ び 大 掛 か り な 仮 設 部 材 は 必 要 と せ
ず 、 工 期 も 短 縮 で き 、 施 工 性 及 び 安 全 性 並 び に 経 済 性 に 非 常 に 優 れ て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 風 力 発 電 タ ワ ー の 構 築 方 法 は 、 上 述 し た 発 明 の 効 果 を 奏 す る べ く 、 以 下 の
よ う に 実 施 さ れ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ Ａ ～ Ｄ は 、 請 求 項 １ に 記 載 し た 発 明 に 係 る 風 力 発 電 タ ワ ー の 構 築 方 法 の 実 施 例 を 段
階 的 に 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 実 施 例 １ に 係 る 風 力 発 電 タ ワ ー の 構 築 方 法 は 、 上 下 方 向 に ス ラ イ ド 可 能 に 内 外 に 組
み 合 わ せ た ２ 体 の 塔 体 １ 、 ２ を 入 れ 子 式 に 構 築 し （ 図 １ Ｂ 参 照 ） 、 外 側 の 塔 体 ２ を 基 礎 ３
に 固 定 し 、 内 側 の 塔 体 １ の 頭 部 に ナ セ ル ４ 、 ロ ー タ ー ブ レ ー ド ５ 等 の 風 力 発 電 機 器 を 据 え
付 け る （ 図 １ Ｃ 参 照 ） 。 次 に 、 前 記 内 側 の 塔 体 １ を 、 前 記 外 側 の 塔 体 ２ に 反 力 を と っ て 上
昇 さ せ 、 上 昇 限 度 に 到 達 し た 段 階 で 、 前 記 内 側 の 塔 体 １ の 下 端 部 １ １ を 前 記 外 側 の 塔 体 ２
の 上 端 部 ２ ０ ａ に 緊 結 し て 風 力 発 電 タ ワ ー を 構 築 す る （ 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 具 体 的 に 、 前 記 風 力 発 電 タ ワ ー の 構 築 方 法 は 、 先 ず 、 図 １ Ａ に 示 し た よ う に 、 山 岳 地 帯
や 離 島 な ど の 強 風 地 帯 に お け る 風 力 発 電 タ ワ ー を 設 置 す る の に 好 適 な 場 所 に 基 礎 ３ を 構 築
し 、 当 該 基 礎 ３ 上 に 、 前 記 内 側 の 塔 体 （ 以 下 適 宜 、 ト ッ プ タ ワ ー と 云 う 。 ） １ を 構 築 す る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 ト ッ プ タ ワ ー １ は 、 現 場 近 辺 の 工 場 で 製 作 し た １ 体 当 た り 高 さ ３ ． ０ ｍ 、 外 径 ２ ．
５ ｍ 、 重 量 １ ５ ０ ｋ Ｎ 程 度 の 円 筒 形 の プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 部 材 （ 以 下 、 Ｐ Ｃ ａ 部 材
と 云 う 。 ） １ ０ を 複 数 体 （ 図 示 例 で は ７ 体 ） 用 意 し 、 １ ２ ０ ０ ｋ Ｎ 級 程 度 の ト ラ ッ ク ク レ
ー ン を 使 用 し て 鉛 直 方 向 に 積 み 上 げ て 構 築 し て い る （ 請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 ） 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 Ｐ Ｃ ａ 部 材 １ ０ 同 士 の 接 合 方 式 と し て は 種 々 考 え ら れ る が 、 こ の 実 施 例 １ で は 、 図
２ Ａ 、 Ｂ に 示 し た よ う な 、 重 ね 継 ぎ 手 方 式 （ 上 下 方 向 に 鉄 筋 １ ０ ａ を ラ ッ プ さ せ て 接 合 す
る 方 式 ） を 採 用 し 、 Ｐ Ｃ ａ 部 材 １ ０ と 鉄 筋 １ ０ ａ と の 隙 間 に は 、 高 強 度 モ ル タ ル 等 の グ ラ
ウ ト 材 （ 図 示 省 略 ） を 充 填 し て 実 施 し て い る 。 ま た 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー １ の 最 も 下 位 に 位
置 す る Ｐ Ｃ ａ 部 材 １ ０ の 下 端 部 に は 、 リ フ ト ア ッ プ 用 の コ ン ク リ ー ト 製 （ 或 い は 鋼 製 ） の
ベ ー ス 部 材 １ １ （ 外 径 ３ ． ０ ６ ｍ ） を 同 心 円 配 置 で 取 り 付 け て い る 。 前 記 ベ ー ス 部 材 １ １
は 、 リ フ ト ア ッ プ 時 の 荷 重 を 均 等 に 分 散 さ せ る 作 用 を 奏 す る 。 な お 、 前 記 ベ ー ス 部 材 １ １
は 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー １ の 下 端 部 を 閉 塞 す る 円 盤 状 で 実 施 し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず
、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー １ の 下 端 部 の 外 側 に 沿 っ て リ ン グ 状 に 設 け て 実 施 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 の よ う に し て 構 築 し た ト ッ プ タ ワ ー １ は 、 ２ ０ ｍ 程 度 の 高 さ を 有 し 、 ア ン カ ー ボ ル
ト 等 の 仮 固 定 部 材 （ 図 示 省 略 ） を 利 用 し て 、 前 記 基 礎 ３ に 仮 固 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー １ （ Ｐ Ｃ ａ 部 材 １ ０ ） は 、 寸 胴 形 状 で 実 施 し て い る が 、 上 方 に
向 か っ て 漸 次 先 細 状 の テ ー パ ー 形 状 で 実 施 す る こ と も で き る 。 ま た 、 水 平 断 面 形 状 は 、 円
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形 状 で 実 施 し て い る が 、 多 角 形 状 で 実 施 す る こ と も で き る （ 請 求 項 ７ 記 載 の 発 明 ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 図 １ Ｂ と 図 ３ に 示 し た よ う に 、 前 記 内 側 の 塔 体 （ ト ッ プ タ ワ ー ） １ を 取 り 囲 む 形
態 で 、 外 側 の 塔 体 （ 以 下 適 宜 、 ボ ト ム タ ワ ー と 云 う 。 ） ２ を 、 平 面 方 向 か ら 見 て 前 記 ベ ー
ス 部 材 １ １ の 外 周 面 に 沿 っ て 同 心 円 配 置 で 構 築 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 ボ ト ム タ ワ ー ２ は 、 現 場 近 辺 の 工 場 で 製 作 し た １ 体 当 た り 高 さ ２ ． ５ ｍ 、 外 径 ３ ．
８ ｍ 、 重 量 １ ５ ０ ｋ Ｎ 程 度 の 円 筒 形 の Ｐ Ｃ ａ 部 材 ２ ０ を 複 数 体 （ 図 示 例 で は ８ 体 ） 用 意 し
、 １ ２ ０ ０ ｋ Ｎ 級 程 度 の ト ラ ッ ク ク レ ー ン を 使 用 し て 、 前 記 重 ね 継 ぎ 手 方 式 に よ り 、 鉛 直
方 向 に 積 み 上 げ て 構 築 し て い る 。 ま た 、 前 記 ボ ト ム タ ワ ー ２ （ 高 さ ２ ０ ｍ 程 度 ） の 最 も 下
位 に 位 置 す る Ｐ Ｃ ａ 部 材 ２ ０ の 下 端 部 は 、 所 謂 Ｐ Ｃ 圧 着 方 式 に よ り 、 基 礎 ３ と 緊 結 し て 固
定 し て い る 。 さ ら に 、 前 記 ボ ト ム タ ワ ー ２ の 最 も 上 位 に 位 置 す る Ｐ Ｃ ａ 部 材 ２ ０ の 上 端 部
に は 、 そ の 内 周 面 に 、 リ フ ト ア ッ プ 用 の 油 圧 ジ ャ ッ キ ６ を 設 置 す る た め の 突 出 部 （ 架 台 ）
２ ０ ａ が 、 ほ ぼ 等 間 隔 に バ ラ ン ス 良 く ３ 箇 所 設 け ら れ て い る 。 こ の 実 施 例 １ に 係 る 前 記 突
出 部 ２ ０ ａ は 、 予 め Ｐ Ｃ ａ 部 材 ２ ０ と 一 体 成 形 さ れ 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー １ の 外 周 面 に 届 く
程 度 の 水 平 長 さ を 有 す る 。 な お 、 前 記 突 出 部 ２ ０ ａ は 、 ３ 箇 所 に 限 定 さ れ る も の で は な く
、 ４ 箇 所 以 上 に バ ラ ン ス 良 く 設 け て 実 施 す る こ と も で き る し 、 前 記 Ｐ Ｃ ａ 部 材 ２ ０ の 内 周
面 全 面 に リ ン グ 状 に 設 け て 実 施 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 か く し て 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー １ と 前 記 ボ ト ム タ ワ ー ２ は 、 上 下 方 向 に ス ラ イ ド 可 能 に 内
外 に 組 み 合 わ せ た 入 れ 子 式 に 構 築 さ れ る と 共 に 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー １ の 下 端 部 に 設 け た ベ
ー ス 部 材 １ １ と 、 前 記 ボ ト ム タ ワ ー ２ の 上 端 部 に 設 け た 突 出 部 ２ ０ ａ と が ガ イ ド 的 な 働 き
を し て 水 平 変 位 を 拘 束 し 、 安 定 し た 状 態 で ト ッ プ タ ワ ー １ を 上 昇 さ せ る こ と が で き る 構 造
と な る の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 図 １ Ｃ に 示 し た よ う に 、 前 記 ボ ト ム タ ワ ー ２ の 突 出 部 ２ ０ ａ の 上 面 に リ フ ト ア ッ
プ 用 の 油 圧 ジ ャ ッ キ （ セ ン タ ー ホ ー ル ジ ャ ッ キ ） ６ を バ ラ ン ス よ く 所 要 の 台 数 （ 本 実 施 例
で は ３ 台 ） 設 置 す る 。 そ し て 、 各 油 圧 ジ ャ ッ キ ６ … と 、 リ フ ト ア ッ プ す る ト ッ プ タ ワ ー １
の ベ ー ス 部 材 １ １ と を 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー １ の 外 周 面 と ボ ト ム タ ワ ー ２ の 内 周 面 と の 間 に
鉛 直 方 向 に 吊 り 下 げ さ れ た ワ イ ヤ ロ ー プ 、 Ｐ Ｃ 鋼 よ り 線 、 ロ ッ ド 等 の 揚 重 用 連 結 材 ７ で 繋
ぐ 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 前 記 揚 重 用 連 結 材 ７ は 、 そ の 上 端 部 を 、 前 記 突 出 部 ２ ０ ａ に 予 め 設 け た 通 し 孔 及 び 前 記
油 圧 ジ ャ ッ キ ６ へ 通 し 当 該 油 圧 ジ ャ ッ キ ６ を 利 用 し て 固 定 し 、 そ の 下 端 部 を 前 記 ベ ー ス 部
材 １ １ に 予 め 設 け た 通 し 孔 へ 鉛 直 方 向 に 通 し 、 定 着 ナ ッ ト 等 の 掛 け 止 め 部 材 を 利 用 し て 前
記 ベ ー ス 部 材 １ １ に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 図 １ Ｃ に 示 し た よ う に 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー １ の 頭 部 に ナ セ ル ４ 、 ロ ー タ ー ブ レ ー
ド ５ 等 の 風 力 発 電 機 器 を ク レ ー ン （ 図 示 省 略 ） を 利 用 し て 据 え 付 け る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 実 施 例 １ に よ る と 、 通 常 、 １ ０ ０ ０ ｋ Ｎ は 超 え る 大 重 量 の 風 力 発 電 機 器 を 、 前 記 ト
ッ プ タ ワ ー １ の 高 さ 、 即 ち ２ ０ ｍ 程 度 の 高 さ 揚 重 す れ ば 足 り る の で 、 大 型 の ク レ ー ン を 使
用 す る 必 要 は 一 切 な い 。 ち な み に 、 前 記 ロ ー タ ー ブ レ ー ド ５ の １ 枚 当 た り の ブ レ ー ド 長 は
、 構 築 す る 風 力 発 電 タ ワ ー の 高 さ の １ ／ ２ 程 度 が 好 適 と さ れ 、 こ の 実 施 例 １ で は 、 ２ ０ ｍ
の 長 さ の ブ レ ー ド が 使 用 さ れ て い る 。 図 １ Ｃ に 示 し た 状 態 で ロ ー タ ー ブ レ ー ド ５ を 仮 固 定
す る と 、 前 記 ブ レ ー ド 長 の 鉛 直 高 さ は １ ０ ｍ （ ２ ０ ｍ × ｃ ｏ ｓ ６ ０ ° ） 程 度 と な り 、 少 な
く と も 地 上 １ ０ ｍ 以 上 の 高 さ で 据 付 け る 必 要 が あ る 。 一 方 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー １ の 高 さ は
２ ０ ｍ 程 度 で あ る 。 よ っ て 、 前 記 ロ ー タ ー ブ レ ー ド ５ は 、 地 面 に 衝 突 す る 等 の 支 障 も な く
安 全 に 据 え 付 け る こ と が で き る の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 以 下 に 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー １ を 上 昇 さ せ る 工 程 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 前 記 ナ セ ル ４ 、 ロ ー タ ー ブ レ ー ド ５ 等 の 風 力 発 電 機 器 を 据 え 付 け 、 入 れ 子 式 に 構 築 し た
ト ッ プ タ ワ ー １ 及 び ボ ト ム タ ワ ー ２ に つ い て 、 図 １ Ｄ に 示 し た よ う に 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー
１ を 、 前 記 ボ ト ム タ ワ ー ２ の 突 出 部 ２ ０ ａ 上 に 設 置 し た 油 圧 ジ ャ ッ キ ６ を 利 用 し て 、 所 定
の 高 さ ま で リ フ ト ア ッ プ す る 作 業 を 開 始 す る （ 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 ） 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ こ で 、 前 記 風 力 発 電 機 器 を 据 え 付 け た ト ッ プ タ ワ ー １ の 重 心 位 置 は 、 構 築 す る 風 力 発
電 タ ワ ー の 重 心 位 置 と は 一 致 せ ず 、 リ フ ト ア ッ プ 時 に 偏 心 荷 重 が 生 じ る 。 こ の 偏 心 荷 重 を
相 殺 し て リ フ ト ア ッ プ を ス ム ー ズ に 行 う た め に 、 バ ラ ン ス 制 御 用 の ス テ ー ワ イ ヤ ー ８ を 使
用 す る こ と が 安 全 上 好 ま し い 。 こ の ス テ ー ワ イ ヤ ー ８ は 、 ウ ィ ン チ ９ を 用 い 、 リ フ ト ア ッ
プ 用 の 油 圧 ジ ャ ッ キ ６ と 連 動 さ せ な が ら 制 御 す る 。 ま た 、 前 記 ウ ィ ン チ ９ （ ス テ ー ワ イ ヤ
ー ８ ） は 、 必 要 に 応 じ て １ 箇 所 か ら 複 数 箇 所 設 置 し て 実 施 す る （ 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 ） 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 か く し て 、 前 記 突 出 部 ２ ０ ａ 上 の 油 圧 ジ ャ ッ キ ６ を 作 動 さ せ て 、 前 記 揚 重 用 連 結 材 ７ 及
び こ れ に 吊 り 支 持 さ れ た ベ ー ス 部 材 １ １ を 徐 々 に 上 昇 移 動 （ リ フ ト ア ッ プ ） さ せ て 前 記 ト
ッ プ タ ワ ー １ を 上 昇 さ せ る 。 前 記 ト ッ プ タ ワ ー １ は 、 ガ イ ド 的 な 働 き を し 水 平 変 位 を 拘 束
す る 前 記 ベ ー ス 部 材 １ １ 及 び 前 記 突 出 部 ２ ０ ａ と 、 バ ラ ン ス 制 御 す る 前 記 ス テ ー ワ イ ヤ ー
８ 及 び 前 記 ウ ィ ン チ ９ に よ り 、 安 定 し た 状 態 で 徐 々 に 上 昇 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー １ を 更 に 安 定 し た 状 態 で （ 特 に は 、 無 回 転 の ま ま ） 上 昇 さ せ る
べ く 、 図 ４ に 示 し た よ う に 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー １ の 外 側 面 に 、 水 平 断 面 が コ 字 形 状 の ガ イ
ド １ ａ を 鉛 直 方 向 に 設 け 、 前 記 ボ ト ム タ ワ ー ２ の 内 側 面 に 前 記 ガ イ ド １ ａ に 沿 っ て ス ラ イ
ド 可 能 な レ ー ル ２ ａ を 鉛 直 方 向 に 設 け て 実 施 す る こ と が 好 ま し い 。 勿 論 、 前 記 ト ッ プ タ ワ
ー １ の 外 側 面 に レ ー ル ２ ａ を 設 け 、 前 記 ボ ト ム タ ワ ー ２ の 内 側 面 に ガ イ ド １ を 設 け て 実 施
す る こ と も で き る 。 な お 、 前 記 ガ イ ド １ ａ 及 び レ ー ル ２ ａ の 水 平 断 面 形 状 は 図 示 例 に 限 定
さ れ る も の で は な く 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー １ を 無 回 転 の ま ま ボ ト ム タ ワ ー ２ に 沿 っ て 上 昇 さ
せ る こ と が で き る 形 状 で あ れ ば よ い （ 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 ） 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 前 記 油 圧 ジ ャ ッ キ ６ に よ る リ フ ト ア ッ プ 作 業 は 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー １ の ベ ー ス 部 材 １ １
の 上 面 が 、 前 記 ボ ト ム タ ワ ー ２ の 突 出 部 ２ ０ ａ の 下 面 に 当 接 す る ま で 行 う 。 前 記 油 圧 ジ ャ
ッ キ ６ に よ る リ フ ト ア ッ プ 作 業 が 終 了 し た 後 は 、 図 ５ Ａ 、 Ｂ に 示 し た よ う に 、 前 記 油 圧 ジ
ャ ッ キ ６ か ら 緊 結 用 鋼 材 １ ２ へ 徐 々 に ト ッ プ タ ワ ー １ の 荷 重 を 盛 り 替 え 、 前 記 ト ッ プ タ ワ
ー １ の ベ ー ス 部 材 １ １ と ボ ト ム タ ワ ー ２ の 突 出 部 ２ ０ ａ と の 緊 結 作 業 を 行 い 、 か く し て 、
高 さ が ４ ０ ｍ 程 度 の 風 力 発 電 タ ワ ー の 構 築 作 業 を 完 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 具 体 的 に 、 こ の 実 施 例 １ に 係 る 緊 結 作 業 は 、 前 記 突 出 部 ２ ０ ａ と ベ ー ス 部 材 １ １ に 予 め
穿 設 し て お い た 鉛 直 方 向 の ボ ル ト 孔 を 一 致 さ せ 、 当 該 ボ ル ト 孔 に 高 力 ボ ル ト １ ２ ａ を 挿 入
し 、 ナ ッ ト １ ２ ｂ で 締 め 付 け 固 定 し 、 必 要 に 応 じ て 、 底 面 部 の 前 記 ベ ー ス 部 材 １ １ と 側 面
部 の 前 記 Ｐ Ｃ ａ 部 材 ２ ０ と が 形 成 す る 凹 部 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と に よ り 、 前 記 ト
ッ プ タ ワ ー １ と ボ ト ム タ ワ ー ２ と を 構 造 的 に 一 体 化 し て い る 。 ち な み に 、 前 記 突 出 部 ２ ０
ａ 及 び ベ ー ス 部 材 １ １ に 設 け た 前 記 ボ ル ト 孔 の 一 部 は 、 前 記 揚 重 用 連 結 材 ７ の 通 し 孔 と し
て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 前 記 緊 結 手 段 は 勿 論 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー １ と ボ ト ム タ ワ ー ２ と を 構 造
的 に 一 体 化 で き る 方 法 で あ れ ば よ い 。 例 え ば 、 図 ６ Ａ 、 Ｂ に 示 し た よ う に 、 前 記 ベ ー ス 部
材 １ １ と 突 出 部 ２ ０ ａ の 双 方 に 埋 め 込 ま れ た 縦 筋 １ ３ ａ と 前 記 突 出 部 ２ ０ ａ を 貫 通 す る 横
筋 １ ３ ｂ と か ら 成 る 緊 結 用 鉄 筋 １ ３ に コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー １ と ボ
ト ム タ ワ ー ２ と を 構 造 的 に 一 体 化 し て 実 施 し て も よ い 。 ま た 、 図 ７ に 示 し た よ う に 、 前 記
突 出 部 ２ ０ ａ に 水 平 方 向 に 貫 通 す る Ｉ 形 鋼 （ 又 は Ｈ 形 鋼 ） １ ４ を 設 け 、 前 記 ベ ー ス 部 材 １
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１ に 立 設 す る 鋼 管 １ ５ と 溶 接 及 び ボ ル ト 等 の 接 合 手 段 で 一 体 化 し て 実 施 し て も よ い 。 さ ら
に 、 図 ８ に 示 し た よ う に 、 前 記 ベ ー ス 部 材 １ １ と 前 記 Ｐ Ｃ ａ 部 材 ２ ０ に 予 め 、 ベ ー ス 部 材
１ １ の 上 面 が 、 前 記 ボ ト ム タ ワ ー ２ の 突 出 部 ２ ０ ａ の 下 面 に 当 接 す る 際 に 一 致 す る ボ ル ト
孔 １ ６ を 水 平 方 向 に 穿 設 し て お き 、 前 記 ボ ル ト 孔 １ ６ に 鋼 材 （ 図 示 省 略 ） を 挿 入 し て ロ ッ
ク す る 態 様 で 緊 結 し 、 必 要 に 応 じ て 、 底 面 部 の 前 記 ベ ー ス 部 材 １ １ と 側 面 部 の 前 記 Ｐ Ｃ ａ
部 材 ２ ０ と が 形 成 す る 凹 部 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と に よ り 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー １ と
ボ ト ム タ ワ ー ２ と を 構 造 的 に 一 体 化 し て 実 施 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 上 記 実 施 例 １ に よ れ ば 、 風 力 発 電 タ ワ ー の 構 成 要 素 で あ る 塔 体 （
ト ッ プ タ ワ ー １ 及 び ボ ト ム タ ワ ー ２ ） を 、 上 下 方 向 に ス ラ イ ド 可 能 に 内 外 に 組 み 合 わ せ た
入 れ 子 式 に 構 築 す る の で 、 ナ セ ル ４ 及 び ロ ー タ ー ブ レ ー ド ５ 等 の 風 力 発 電 機 器 の 据 え 付 け
作 業 を 地 上 ２ ０ ｍ 程 度 の 比 較 的 低 所 で 行 う こ と が で き 、 そ れ で い て ４ ０ ｍ 程 度 の 高 さ を 有
す る 風 力 発 電 タ ワ ー を 構 築 す る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 風 力 発 電 機 器 の 据 え 付 け 作 業 を
地 上 ２ ０ ｍ 程 度 の 比 較 的 低 所 で 行 う こ と が で き る の で 、 大 型 ク レ ー ン お よ び 大 掛 か り な 仮
設 部 材 が 一 切 不 要 と な り 、 工 期 も 短 縮 で き 、 施 工 性 及 び 安 全 性 並 び に 経 済 性 に 非 常 に 優 れ
て い る 。 さ ら に 、 仮 設 部 材 等 に 起 因 す る 建 設 廃 棄 物 も 極 力 少 な く し て 実 施 で き る の で 、 環
境 性 に も 優 れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 前 記 風 力 発 電 機 器 が 劣 化 等 し て 取 り 替 え る 必 要 が 生 じ た と き は 、 構 築 時 と 逆 の 工
程 を 行 う 。 即 ち 、 前 記 ベ ー ス 部 材 １ １ と Ｐ Ｃ ａ 部 材 ２ ０ と の 緊 結 状 態 を 解 除 し 、 前 記 ト ッ
プ タ ワ ー １ を 地 上 に 到 達 す る ま で 下 降 さ せ た 後 に 取 り 替 え 作 業 を 行 う 。 よ っ て 、 風 力 発 電
機 器 の 取 り 替 え 作 業 は 、 や は り 地 上 ２ ０ ｍ 程 度 の 比 較 的 低 所 で 行 う こ と が で き る の で 、 大
型 ク レ ー ン お よ び 大 掛 か り な 仮 設 部 材 は 必 要 と せ ず 、 工 期 も 短 縮 で き 、 施 工 性 及 び 安 全 性
並 び に 経 済 性 に 非 常 に 優 れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 な お 、 こ の 実 施 例 １ で は 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー １ を 、 前 記 ボ ト ム タ ワ ー ２ の 上 端 部 に 反 力
を と り リ フ ト ア ッ プ す る 手 段 で 上 昇 さ せ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 前 記 ベ ー ス 部 材 １
１ の 下 面 部 の 外 周 縁 部 に 油 圧 ジ ャ ッ キ を 設 置 し 、 前 記 ボ ト ム タ ワ ー ２ の 内 側 面 に 設 け た 反
力 ピ ー ス を 利 用 し て プ ッ シ ュ ア ッ プ す る 手 段 で 上 昇 さ せ る こ と も で き る （ 請 求 項 ３ 記 載 の
発 明 ） 。 ま た 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー １ 及 び ボ ト ム タ ワ ー ２ は コ ン ク リ ー ト 製 で 実 施 し て い る
が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 、 鉄 骨 コ ン ク リ ー ト 製 、 コ ン ク リ ー ト 充 填 鋼
管 な ど タ ワ ー を 構 築 で き る も の で あ れ ば 、 材 質 は 特 に 限 定 さ れ な い 。 さ ら に 、 前 記 ト ッ プ
タ ワ ー １ 及 び ボ ト ム タ ワ ー ２ は 所 謂 め く ら 壁 で 実 施 し て い る が 、 開 口 部 を 設 け て 実 施 す る
こ と も 勿 論 で き る 。 以 下 の 実 施 例 ２ に つ い て も 同 様 の 技 術 的 思 想 と す る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ９ Ａ ～ Ｃ は 、 請 求 項 ２ に 記 載 し た 発 明 に 係 る 風 力 発 電 タ ワ ー の 構 築 方 法 の 実 施 例 を 段
階 的 に 示 し て い る 。 請 求 項 ２ に 係 る 風 力 発 電 タ ワ ー の 構 築 方 法 は 、 上 記 し た 請 求 項 １ と 比
し て 、 風 力 発 電 タ ワ ー の 構 成 要 素 で あ る 塔 体 を 複 数 （ 具 体 的 に は ３ 体 以 上 ） 用 い て 実 施 す
る こ と が 主 に 相 違 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 す な わ ち 、 こ の 実 施 例 ２ に 係 る 風 力 発 電 タ ワ ー の 構 築 方 法 は 、 上 下 方 向 に ス ラ イ ド 可 能
に 内 外 に 組 み 合 わ せ た 複 数 （ こ の 実 施 例 で は ３ 体 ） の 塔 体 ３ ０ 、 ４ ０ 、 ５ ０ を 入 れ 子 式 に
構 築 し （ 図 ９ Ａ 参 照 ） 、 最 も 外 側 の 塔 体 ５ ０ を 基 礎 ３ に 固 定 し 、 最 も 内 側 の 塔 体 ３ ０ の 頭
部 に ナ セ ル ４ 、 ロ ー タ ー ブ レ ー ド ５ 等 の 風 力 発 電 機 器 を 据 え 付 け る （ 図 ９ Ａ 参 照 ） 。 次 に
、 前 記 最 も 内 側 の 塔 体 ３ ０ を 、 そ の 外 側 に 隣 接 す る 塔 体 ４ ０ に 反 力 を と っ て 上 昇 さ せ 、 上
昇 限 度 に 到 達 し た 段 階 で 、 前 記 内 側 の 塔 体 ３ ０ の 下 端 部 ３ ０ ａ を そ の 外 側 に 隣 接 す る 塔 体
４ ０ の 上 端 部 ４ ０ ｂ に 緊 結 し 、 次 い で 前 記 外 側 の 塔 体 ４ ０ を 更 に 外 側 の 塔 体 ５ ０ に 反 力 を
と っ て 上 昇 さ せ 、 上 昇 限 度 に 到 達 し た 段 階 で 、 前 記 外 側 の 塔 体 ４ ０ の 下 端 部 ４ ０ ａ を 更 に
外 側 の 塔 体 ５ ０ の 上 端 部 ５ ０ ｂ に 緊 結 す る 工 程 を 、 最 も 外 側 の 塔 体 ５ ０ の 内 側 に 隣 接 す る
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塔 体 ４ ０ を 上 昇 さ せ る ま で 順 次 行 う こ と に よ り 、 風 力 発 電 タ ワ ー を 構 築 す る 。 な お 、 こ の
実 施 例 ２ で は ３ 体 の 塔 体 で 実 施 し て い る が 、 勿 論 ４ 体 以 上 で 実 施 す る こ と も で き る 。 （ 請
求 項 ２ 記 載 の 発 明 ） 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 具 体 的 に 、 前 記 風 力 発 電 タ ワ ー の 構 築 方 法 は 、 先 ず 、 図 ９ Ａ に 示 し た よ う に 、 山 岳 地 帯
や 離 島 な ど の 強 風 地 帯 に お け る 風 力 発 電 タ ワ ー を 設 置 す る の に 好 適 な 場 所 に 基 礎 ３ を 構 築
し 、 当 該 基 礎 ３ 上 に 、 前 記 最 も 内 側 の 塔 体 （ 以 下 適 宜 、 ト ッ プ タ ワ ー と 云 う 。 ） ３ ０ を 構
築 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 前 記 ト ッ プ タ ワ ー ３ ０ は 、 現 場 近 辺 の 工 場 で 製 作 し た １ 体 当 た り 高 さ ３ ． ０ ｍ 、 外 径 ２
． ５ ｍ 、 重 量 １ ５ ０ ｋ Ｎ 程 度 の 円 筒 形 の Ｐ Ｃ ａ 部 材 を 複 数 体 （ 本 実 施 例 で は １ ０ 体 ） 用 意
し 、 １ ２ ０ ０ ｋ Ｎ 級 程 度 の ト ラ ッ ク ク レ ー ン を 使 用 し て 鉛 直 方 向 に 積 み 上 げ て 構 築 し て い
る （ 請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 ） 。 前 記 Ｐ Ｃ ａ 部 材 同 士 の 接 合 方 式 と し て は 種 々 考 え ら れ る が 、
こ の 実 施 例 ２ で は 、 上 記 実 施 例 １ と 同 様 に 、 重 ね 継 ぎ 手 方 式 を 採 用 し 、 Ｐ Ｃ ａ 部 材 と 鉄 筋
と の 隙 間 に は 、 高 強 度 モ ル タ ル 等 の グ ラ ウ ト 材 を 充 填 し て 実 施 し て い る 。 ま た 、 前 記 ト ッ
プ タ ワ ー ３ ０ の 最 も 下 位 に 位 置 す る Ｐ Ｃ ａ 部 材 の 下 端 部 に は 、 図 １ ０ Ａ に 示 し た よ う に 、
上 記 実 施 例 １ と 同 様 に 、 ベ ー ス 部 材 ３ ０ ａ （ 外 径 ３ ． ０ ６ ｍ ） を 同 心 円 配 置 で 取 り 付 け て
い る 。 な お 、 前 記 ベ ー ス 部 材 ３ ０ ａ は 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー ３ ０ の 下 端 部 を 閉 塞 す る 円 盤 状
で 実 施 し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー ３ ０ の 下 端 部 の 外 側 に 沿 っ て リ
ン グ 状 に 設 け て 実 施 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の よ う に し て 構 築 し た ト ッ プ タ ワ ー ３ ０ は 、 ３ ０ ｍ 程 度 の 高 さ を 有 し 、 ア ン カ ー ボ ル
ト 等 の 仮 固 定 部 材 （ 図 示 省 略 ） を 利 用 し て 、 前 記 基 礎 ３ に 仮 固 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 次 に 、 図 １ ０ Ａ 、 Ｂ に 示 し た よ う に 、 前 記 最 も 内 側 の 塔 体 （ ト ッ プ タ ワ ー ） ３ ０ を 取 り
囲 む 形 態 で 、 外 側 の 塔 体 （ 以 下 適 宜 、 ミ ド ル タ ワ ー と 云 う 。 ） ４ ０ を 、 平 面 方 向 か ら 見 て
前 記 ト ッ プ タ ワ ー ３ ０ の ベ ー ス 部 材 ３ ０ ａ の 外 周 面 に 沿 っ て 同 心 円 配 置 で 構 築 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 前 記 ミ ド ル タ ワ ー ４ ０ は 、 現 場 近 辺 の 工 場 で 製 作 し た １ 体 当 た り 高 さ ３ ． ０ ｍ 、 外 径 ３
． ８ ｍ 程 度 の 円 筒 形 の Ｐ Ｃ ａ 部 材 を 複 数 体 （ 本 実 施 例 で は １ ０ 体 ） 用 意 し 、 １ ２ ０ ０ ｋ Ｎ
級 の ト ラ ッ ク ク レ ー ン を 使 用 し て 、 前 記 重 ね 継 ぎ 手 方 式 に よ り 、 鉛 直 方 向 に 積 み 上 げ て 構
築 し て い る （ 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 ） 。 ま た 、 前 記 ミ ド ル タ ワ ー ４ ０ の 最 も 下 位 に 位 置 す る
Ｐ Ｃ ａ 部 材 の 下 端 部 に は 、 図 １ ０ Ａ に 示 し た よ う に 、 そ の 外 側 に 沿 っ て 、 リ ン グ 状 の ベ ー
ス 部 材 ４ ０ ａ を 同 心 円 配 置 で 取 り 付 け て い る 。 さ ら に 、 前 記 ミ ド ル タ ワ ー ４ ０ の 最 も 上 位
に 位 置 す る Ｐ Ｃ ａ 部 材 ２ ０ の 上 端 部 に は 、 上 記 実 施 例 １ と 同 様 に 、 図 １ ０ Ａ に 示 し た よ う
に 、 そ の 内 周 面 に 、 リ フ ト ア ッ プ 用 の 油 圧 ジ ャ ッ キ ６ を 設 置 す る た め の 突 出 部 （ 架 台 ） ４
０ ｂ が 、 ほ ぼ 等 間 隔 に バ ラ ン ス 良 く ３ 箇 所 設 け ら れ て い る （ 図 ３ も 参 照 ） 。 前 記 突 出 部 ４
０ ｂ は 、 予 め Ｐ Ｃ ａ 部 材 と 一 体 成 形 さ れ 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー ３ ０ の 外 周 面 に 届 く 程 度 の 水
平 長 さ を 有 す る 。 な お 、 前 記 突 出 部 ４ ０ ｂ は 、 ３ 箇 所 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 ４ 箇 所
以 上 設 け て 実 施 す る こ と も で き る し 、 Ｐ Ｃ ａ 部 材 の 内 周 面 全 面 に リ ン グ 状 に 設 け て 実 施 す
る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の よ う に し て 構 築 し た ミ ド ル タ ワ ー ４ ０ は 、 ３ ０ ｍ 程 度 の 高 さ を 有 し 、 ア ン カ ー ボ ル
ト 等 の 仮 固 定 部 材 （ 図 示 省 略 ） を 利 用 し て 、 前 記 基 礎 ３ に 仮 固 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 次 に 、 図 １ ０ Ａ 、 Ｂ に 示 し た よ う に 、 前 記 ミ ド ル タ ワ ー ４ ０ を 取 り 囲 む 形 態 で 、 外 側 の
塔 体 （ 以 下 適 宜 、 ボ ト ム タ ワ ー と 云 う 。 ） ５ ０ を 、 平 面 方 向 か ら 見 て 前 記 ミ ド ル タ ワ ー ４
０ の ベ ー ス 部 材 ４ ０ ａ の 外 周 面 に 沿 っ て 同 心 円 配 置 で 構 築 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 前 記 ボ ト ム タ ワ ー ５ ０ は 、 現 場 近 辺 の 工 場 で 製 作 し た １ 体 当 た り 高 さ ３ ． ０ ｍ 、 外 径 ５
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． １ ｍ 程 度 の 円 筒 形 の Ｐ Ｃ ａ 部 材 を 複 数 体 （ 本 実 施 例 で は １ ０ 体 ） 用 意 し 、 １ ２ ０ ０ ｋ Ｎ
級 程 度 の ト ラ ッ ク ク レ ー ン を 使 用 し て 、 前 記 重 ね 継 ぎ 手 方 式 に よ り 、 鉛 直 方 向 に 積 み 上 げ
て 構 築 し て い る （ 請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 ） 。 ま た 、 前 記 ボ ト ム タ ワ ー ５ ０ の 最 も 下 位 に 位 置
す る Ｐ Ｃ ａ 部 材 の 下 端 部 は 、 所 謂 Ｐ Ｃ 圧 着 方 式 に よ り 、 基 礎 ３ と 緊 結 し て 固 定 し て い る 。
さ ら に 、 前 記 ボ ト ム タ ワ ー ５ ０ の 最 も 上 位 に 位 置 す る Ｐ Ｃ ａ 部 材 の 上 端 部 に は 、 図 １ ０ Ａ
に 示 し た よ う に 、 そ の 内 周 面 に 沿 っ て 、 リ フ ト ア ッ プ 用 の 油 圧 ジ ャ ッ キ を 設 置 す る た め の
突 出 部 （ 架 台 ） ５ ０ ｂ が 、 ほ ぼ 等 間 隔 に バ ラ ン ス 良 く ３ 箇 所 設 け ら れ て い る （ 図 ３ も 参 照
） 。 前 記 突 出 部 ５ ０ ｂ は 、 予 め Ｐ Ｃ ａ 部 材 と 一 体 成 形 さ れ 、 前 記 ミ ド ル タ ワ ー ４ ０ の 外 周
面 に 届 く 程 度 の 水 平 長 さ を 有 す る 。 な お 、 前 記 突 出 部 ５ ０ ｂ は 、 ３ 箇 所 に 限 定 さ れ る も の
で は な く 、 ４ 箇 所 以 上 設 け て 実 施 す る こ と も で き る し 、 Ｐ Ｃ ａ 部 材 ２ ０ の 内 周 面 全 面 に リ
ン グ 状 に 設 け て 実 施 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 か く し て 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー ３ ０ と ミ ド ル タ ワ ー ４ ０ と ボ ト ム タ ワ ー ５ ０ は 、 上 下 方 向
に ス ラ イ ド 可 能 に 内 外 に 組 み 合 わ せ た 入 れ 子 式 に 構 築 さ れ る と 共 に 、 前 記 ベ ー ス 部 材 ３ ０
ａ 、 ４ ０ ａ と 、 突 出 部 ４ ０ ｂ 、 ５ ０ ｂ と が 、 ガ イ ド 的 な 働 き を し て 水 平 変 位 を 拘 束 し 、 安
定 し た 状 態 で ト ッ プ タ ワ ー ３ ０ 及 び ミ ド ル タ ワ ー ４ ０ を 上 昇 さ せ る こ と が で き る 構 造 と な
る の で あ る 。 な お 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー ３ ０ と ミ ド ル タ ワ ー ４ ０ と ボ ト ム タ ワ ー ５ ０ は そ れ
ぞ れ 、 寸 胴 形 状 で 実 施 し て い る が 、 上 方 に 向 か っ て 漸 次 先 細 状 の テ ー パ ー 形 状 で 実 施 す る
こ と も で き る し 、 水 平 断 面 形 状 は 、 円 形 状 で 実 施 し て い る が 、 多 角 形 状 で 実 施 す る こ と も
で き る （ 請 求 項 ７ 記 載 の 発 明 ） 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 次 に 、 図 １ ０ Ａ に 示 し た よ う に 、 前 記 ミ ド ル タ ワ ー ４ ０ の 突 出 部 ４ ０ ｂ の 上 面 に リ フ ト
ア ッ プ 用 の 油 圧 ジ ャ ッ キ （ セ ン タ ー ホ ー ル ジ ャ ッ キ ） ６ を 、 上 記 実 施 例 １ と 同 様 に 、 バ ラ
ン ス よ く 所 要 の 台 数 （ 本 実 施 例 で は ３ 台 ） 設 置 す る 。 そ し て 、 各 油 圧 ジ ャ ッ キ ６ … と 、 リ
フ ト ア ッ プ す る ト ッ プ タ ワ ー ３ ０ の ベ ー ス 部 材 ３ ０ ａ と を 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー ３ ０ の 外 周
面 と ミ ド ル タ ワ ー ４ ０ の 内 周 面 と の 間 に 鉛 直 方 向 に 吊 り 下 げ さ れ た ワ イ ヤ ロ ー プ 、 Ｐ Ｃ 鋼
よ り 線 、 ロ ッ ド 等 の 揚 重 用 連 結 材 ７ で 繋 ぐ 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 前 記 揚 重 用 連 結 材 ７ は 、 そ の 上 端 部 を 前 記 突 出 部 ４ ０ ｂ に 予 め 設 け た 通 し 孔 及 び 前 記 油
圧 ジ ャ ッ キ ６ へ 通 し 当 該 油 圧 ジ ャ ッ キ ６ を 利 用 し て 固 定 し 、 そ の 下 端 部 を 前 記 ベ ー ス 部 材
３ ０ ａ へ 予 め 設 け た 通 し 孔 へ 鉛 直 方 向 に 通 し 、 定 着 ナ ッ ト 等 の 掛 け 止 め 部 材 を 利 用 し て 前
記 ベ ー ス 部 材 ３ ０ ａ に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 次 に 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー ３ ０ の 頭 部 に ナ セ ル ４ 、 ロ ー タ ー ブ レ ー ド ５ 等 の 風 力 発 電 機 器
を ク レ ー ン （ 図 示 省 略 ） を 利 用 し て 据 え 付 け る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の 実 施 例 ２ に よ る と 、 通 常 、 １ ０ ０ ０ ｋ Ｎ は 超 え る 大 重 量 の 風 力 発 電 機 器 を 、 前 記 ト
ッ プ タ ワ ー ３ ０ の 高 さ 、 即 ち ３ ０ ｍ 程 度 の 高 さ 揚 重 す れ ば 足 り る の で 、 大 型 の ク レ ー ン を
使 用 す る 必 要 は 一 切 な い 。 ち な み に 、 前 記 ロ ー タ ー ブ レ ー ド ５ の １ 枚 当 た り の ブ レ ー ド 長
は 、 構 築 す る 風 力 発 電 タ ワ ー の 高 さ の １ ／ ２ 程 度 が 好 適 と さ れ 、 こ の 実 施 例 ２ で は 、 ４ ５
ｍ の 長 さ の ブ レ ー ド が 使 用 さ れ て い る 。 図 ９ に 示 し た 状 態 で ロ ー タ ー ブ レ ー ド ５ を 仮 固 定
す る と 、 前 記 ブ レ ー ド 長 の 鉛 直 高 さ は ２ ２ ． ５ ｍ （ ４ ５ ｍ × ｃ ｏ ｓ ６ ０ ° ） 程 度 と な り 、
少 な く と も 地 上 ２ ２ ． ５ ｍ 以 上 の 高 さ で 据 付 け る 必 要 が あ る 。 一 方 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー ３
０ の 高 さ は ３ ０ ｍ 程 度 で あ る 。 よ っ て 、 前 記 ロ ー タ ー ブ レ ー ド ５ は 、 地 面 に 衝 突 す る 等 の
支 障 も な く 安 全 に 据 え 付 け る こ と が で き る の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 以 下 に 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー ３ ０ と ミ ド ル タ ワ ー ４ ０ を 上 昇 さ せ る 工 程 を 順 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 前 記 ナ セ ル ４ 、 ロ ー タ ー ブ レ ー ド ５ 等 の 風 力 発 電 機 器 を 据 え 付 け 、 入 れ 子 式 に 構 築 し た
ト ッ プ タ ワ ー ３ ０ 及 び ミ ド ル タ ワ ー ４ ０ 並 び に ボ ト ム タ ワ ー ５ ０ に つ い て 、 図 １ １ に 示 し
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た よ う に 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー ３ ０ を 、 前 記 ミ ド ル タ ワ ー ４ ０ の 突 出 部 ４ ０ ｂ 上 に 設 置 し た
油 圧 ジ ャ ッ キ ６ を 利 用 し て 、 所 定 の 高 さ ま で リ フ ト ア ッ プ す る 作 業 を 開 始 す る （ 請 求 項 ３
記 載 の 発 明 ） 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ こ で 、 バ ラ ン ス 制 御 用 の ス テ ー ワ イ ヤ ー ８ と ウ ィ ン チ ９ を 使 用 す る こ と は 、 上 記 実 施
例 １ で 説 明 し た 通 り で あ る （ 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 ） 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 か く し て 、 前 記 突 出 部 ４ ０ ｂ 上 の 油 圧 ジ ャ ッ キ ６ を 作 動 さ せ て 、 前 記 揚 重 用 連 結 材 ７ 及
び こ れ に 吊 り 支 持 さ れ た ベ ー ス 部 材 ３ ０ ａ を 徐 々 に 上 昇 移 動 （ リ フ ト ア ッ プ ） さ せ て 前 記
ト ッ プ タ ワ ー ３ ０ を 上 昇 さ せ る 。 前 記 ト ッ プ タ ワ ー ３ ０ は 、 ガ イ ド 的 な 働 き を し 水 平 変 位
を 拘 束 す る 前 記 ベ ー ス 部 材 ３ ０ ａ 及 び 突 出 部 ４ ０ ｂ と 、 バ ラ ン ス 制 御 す る 前 記 ス テ ー ワ イ
ヤ ー ８ 及 び 前 記 ウ ィ ン チ ９ に よ り 、 安 定 し た 状 態 で 徐 々 に 上 昇 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー ３ ０ を 安 定 し た 状 態 で （ 特 に は 、 無 回 転 の ま ま ） 上 昇 さ せ る べ
く 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー ３ ０ の 外 側 面 に ガ イ ド １ ａ を 鉛 直 方 向 に 設 け 、 前 記 ミ ド ル タ ワ ー ４
０ の 内 側 面 に 前 記 ガ イ ド １ ａ に 沿 っ て ス ラ イ ド 可 能 な レ ー ル ２ ａ を 鉛 直 方 向 に 設 け て 実 施
す る こ と が 好 ま し い の は 、 上 記 実 施 例 １ で 説 明 し た 通 り で あ る （ 図 ４ 参 照 、 請 求 項 ４ 記 載
の 発 明 ） 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 前 記 油 圧 ジ ャ ッ キ ６ に よ る リ フ ト ア ッ プ 作 業 は 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー ３ ０ の ベ ー ス 部 材 ３
０ ａ の 上 面 が 、 前 記 ミ ド ル タ ワ ー ４ ０ の 突 出 部 ４ ０ ｂ の 下 面 に 当 接 す る ま で 行 う 。 前 記 油
圧 ジ ャ ッ キ ６ に よ る リ フ ト ア ッ プ 作 業 が 終 了 し た 後 は 、 図 １ ２ に 示 し た よ う に 、 上 記 実 施
例 １ で 種 々 説 明 し た 手 段 （ 図 ５ ～ 図 ８ 参 照 ） で 、 前 記 ト ッ プ タ ワ ー ３ ０ の ベ ー ス 部 材 ３ ０
ａ と ミ ド ル タ ワ ー ４ ０ の 突 出 部 ４ ０ ｂ と の 緊 結 作 業 を 行 う 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 次 に 、 図 １ ３ に 示 し た よ う に 、 前 記 ミ ド ル タ ワ ー ４ ０ を 、 前 記 ボ ト ム タ ワ ー ５ ０ の 突 出
部 ５ ０ ｂ 上 に 設 置 し た 油 圧 ジ ャ ッ キ ６ を 利 用 し て 、 所 定 の 高 さ ま で リ フ ト ア ッ プ す る 作 業
を 開 始 す る （ 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 ） 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 前 記 油 圧 ジ ャ ッ キ ６ は 、 前 記 ボ ト ム タ ワ ー ５ ０ の 突 出 部 ５ ０ ｂ の 上 面 に 、 上 記 実 施 例 １
と 同 様 に 、 バ ラ ン ス よ く 所 要 の 台 数 （ 本 実 施 例 で は ３ 台 ） 設 置 す る 。 そ し て 、 各 油 圧 ジ ャ
ッ キ ６ … と 、 リ フ ト ア ッ プ す る ミ ド ル タ ワ ー ４ ０ の ベ ー ス 部 材 ４ ０ ａ と を 、 前 記 ミ ド ル タ
ワ ー ４ ０ の 外 周 面 と ボ ト ム タ ワ ー ５ ０ の 内 周 面 と の 間 に 鉛 直 方 向 に 吊 り 下 げ さ れ た ワ イ ヤ
ロ ー プ 、 Ｐ Ｃ 鋼 よ り 線 、 ロ ッ ド 等 の 揚 重 用 連 結 材 ７ で 繋 ぐ 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 前 記 揚 重 用 連 結 材 ７ は 、 そ の 上 端 部 を 前 記 突 出 部 ５ ０ ｂ に 予 め 設 け た 通 し 孔 及 び 前 記 油
圧 ジ ャ ッ キ ６ へ 通 し 当 該 油 圧 ジ ャ ッ キ ６ を 利 用 し て 固 定 し 、 そ の 下 端 部 を 前 記 ベ ー ス 部 材
４ ０ ａ へ 予 め 設 け た 通 し 孔 へ 鉛 直 方 向 に 通 し 、 定 着 ナ ッ ト 等 の 掛 け 止 め 部 材 を 利 用 し て 前
記 ベ ー ス 部 材 ４ ０ ａ に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 バ ラ ン ス 制 御 用 の ス テ ー ワ イ ヤ ー ８ と ウ ィ ン チ ９ を 使 用 す る こ と は 、 上 記 実 施 例 １ で 説
明 し た 通 り で あ る （ 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 ） 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 か く し て 、 前 記 突 出 部 ５ ０ ｂ 上 の 油 圧 ジ ャ ッ キ ６ を 作 動 さ せ て 、 前 記 揚 重 用 連 結 材 ７ 及
び こ れ に 吊 り 支 持 さ れ た ベ ー ス 部 材 ４ ０ ａ を 徐 々 に 上 昇 移 動 （ リ フ ト ア ッ プ ） さ せ て 前 記
ミ ド ル タ ワ ー ４ ０ を 上 昇 さ せ る 。 前 記 ミ ド ル タ ワ ー ４ ０ は 、 ガ イ ド 的 な 働 き を し 水 平 変 位
を 拘 束 す る 前 記 ベ ー ス 部 材 ４ ０ ａ 及 び 突 出 部 ５ ０ ｂ と 、 バ ラ ン ス 制 御 す る 前 記 ス テ ー ワ イ
ヤ ー ８ 及 び 前 記 ウ ィ ン チ ９ に よ り 、 安 定 し た 状 態 で 徐 々 に 上 昇 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ま た 、 前 記 ミ ド ル タ ワ ー ４ ０ を 安 定 し た 状 態 で （ 特 に は 、 無 回 転 の ま ま ） 上 昇 さ せ る べ
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く 、 前 記 ミ ド ル タ ワ ー ４ ０ の 外 側 面 に ガ イ ド １ ａ を 鉛 直 方 向 に 設 け 、 前 記 ボ ト ム タ ワ ー ５
０ の 内 側 面 に 前 記 ガ イ ド １ ａ に 沿 っ て ス ラ イ ド 可 能 な レ ー ル ２ ａ を 鉛 直 方 向 に 設 け て 実 施
す る こ と が 好 ま し い の は 、 上 記 実 施 例 １ で 説 明 し た 通 り で あ る （ 図 ４ 参 照 、 請 求 項 ４ 記 載
の 発 明 ） 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 前 記 油 圧 ジ ャ ッ キ ６ に よ る リ フ ト ア ッ プ 作 業 は 、 前 記 ミ ド ル タ ワ ー ４ ０ の ベ ー ス 部 材 ４
０ ａ の 上 面 が 、 前 記 ボ ト ム タ ワ ー ５ ０ の 突 出 部 ５ ０ ｂ の 下 面 に 当 接 す る ま で 行 う 。 前 記 油
圧 ジ ャ ッ キ ６ に よ る リ フ ト ア ッ プ 作 業 が 終 了 し た 後 は 、 図 １ ４ に 示 し た よ う に 、 上 記 実 施
例 １ で 種 々 説 明 し た 手 段 （ 図 ５ ～ 図 ８ 参 照 ） で 、 前 記 ミ ド ル タ ワ ー ４ ０ の ベ ー ス 部 材 ４ ０
ａ と ボ ト ム タ ワ ー ５ ０ の 突 出 部 ５ ０ ｂ と の 緊 結 作 業 を 行 い 、 か く し て 、 高 さ が ９ ０ ｍ 程 度
の 風 力 発 電 タ ワ ー の 構 築 作 業 を 完 了 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 上 記 実 施 例 ２ に よ れ ば 、 風 力 発 電 タ ワ ー の 構 成 要 素 で あ る 塔 体 （
ト ッ プ タ ワ ー ３ ０ 及 び ミ ド ル タ ワ ー ４ ０ 並 び に ボ ト ム タ ワ ー ５ ０ ） を 、 上 下 方 向 に ス ラ イ
ド 可 能 に 内 外 に 組 み 合 わ せ た 入 れ 子 式 に 構 築 す る の で 、 ナ セ ル ４ 及 び ロ ー タ ー ブ レ ー ド ５
等 の 風 力 発 電 機 器 の 据 え 付 け 作 業 を 地 上 ３ ０ ｍ 程 度 の 比 較 的 低 所 で 行 う こ と が で き 、 そ れ
で い て ９ ０ ｍ 程 度 の 高 さ を 有 す る 風 力 発 電 タ ワ ー を 構 築 す る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 風
力 発 電 機 器 の 据 え 付 け 作 業 を 地 上 ３ ０ ｍ 程 度 の 比 較 的 低 所 で 行 う こ と が で き る の で 、 大 型
ク レ ー ン お よ び 大 掛 か り な 仮 設 部 材 が 一 切 不 要 と な り 、 工 期 も 短 縮 で き 、 施 工 性 及 び 安 全
性 並 び に 経 済 性 に 非 常 に 優 れ て い る 。 さ ら に 、 仮 設 部 材 等 に 起 因 す る 建 設 廃 棄 物 も 極 力 少
な く し て 実 施 で き る の で 、 環 境 性 に も 優 れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 、 前 記 風 力 発 電 機 器 が 劣 化 等 し て 取 り 替 え る 必 要 が 生 じ た と き は 、 構 築 時 と 逆 の 工
程 を 行 う 。 即 ち 、 前 記 ミ ド ル タ ワ ー ４ ０ の ベ ー ス 部 材 ４ ０ ａ と ボ ト ム タ ワ ー ５ ０ の 突 出 部
５ ０ ｂ と の 緊 結 状 態 を 解 除 し 、 当 該 ミ ド ル タ ワ ー ４ ０ を 地 上 に 到 達 す る ま で 下 降 さ せ 、 次
い で 前 記 ト ッ プ タ ワ ー ３ ０ の ベ ー ス 部 材 ３ ０ ａ と ミ ド ル タ ワ ー ４ ０ の 突 出 部 ４ ０ ｂ と の 緊
結 状 態 を 解 除 し 、 当 該 ト ッ プ タ ワ ー ３ ０ を 地 上 に 到 達 す る ま で 下 降 さ せ た 後 に 取 り 替 え 作
業 を 行 う 。 よ っ て 、 風 力 発 電 機 器 の 取 り 替 え 作 業 は 、 や は り 地 上 ３ ０ ｍ 程 度 の 比 較 的 低 所
で 行 う こ と が で き る の で 、 大 型 ク レ ー ン お よ び 大 掛 か り な 仮 設 部 材 は 必 要 と せ ず 、 工 期 も
短 縮 で き 、 施 工 性 及 び 安 全 性 並 び に 経 済 性 に 非 常 に 優 れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 以 上 に 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 図 示 例 の 実 施 例 の 限 り で は な く
、 そ の 技 術 的 思 想 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 、 当 業 者 が 通 常 に 行 う 設 計 変 更 、 応 用 の バ リ
エ ー シ ョ ン の 範 囲 を 含 む こ と を 念 の た め に 言 及 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 例 え ば 、 １ ２ ０ ｍ 程 度 の 高 さ の 風 力 発 電 タ ワ ー を 構 築 す る 場 合 に は 、 高 さ ３ ０ ｍ 程 度 の
塔 体 を ４ 体 、 入 れ 子 式 に 構 築 し 、 上 記 説 明 し た よ う に 、 内 側 の 塔 体 を 、 外 側 に 隣 接 す る 塔
体 に 反 力 を と っ て 上 昇 さ せ 、 上 昇 限 度 に 到 達 し た 段 階 で 、 前 記 内 側 の 塔 体 の 下 端 部 を そ の
外 側 に 隣 接 す る 塔 体 の 上 端 部 に 緊 結 す る 工 程 を 、 最 も 内 側 の 塔 体 か ら 最 も 外 側 の 塔 体 へ 順
次 行 う の で あ る 。 前 記 塔 体 の 高 さ は １ 体 当 た り ２ ０ ｍ ～ ３ ０ ｍ 程 度 が 好 ま し い が こ れ に 限
定 さ れ る も の で は な く 、 塔 体 の 個 数 も ５ 体 以 上 で も 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ま た 、 ロ ー タ ー ブ レ ー ド ５ の 地 上 高 さ が 、 １ 体 の 塔 体 （ ト ッ プ タ ワ ー ） の 高 さ よ り 高 い
場 合 、 例 え ば 、 ロ ー タ ー ブ レ ー ド ５ の 長 さ が ５ ０ ｍ で 、 地 上 高 さ が ２ ５ ｍ （ ５ ０ ｍ × ｃ ｏ
ｓ ６ ０ ° ） の 場 合 に 、 ト ッ プ タ ワ ー の 高 さ が ２ ０ ｍ の 場 合 に は 、 当 該 ト ッ プ タ ワ ー を 据 え
付 け に 必 要 な 高 さ （ ２ ５ ｍ 程 度 ） ま で リ フ ト ア ッ プ 又 は プ ッ シ ュ ア ッ プ し て 据 え 付 け 作 業
を 行 い 、 し か る 後 、 風 力 発 電 タ ワ ー の 構 築 を 進 め る の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ０ 】
【 図 １ 】 Ａ ～ Ｄ は 、 請 求 項 １ に 係 る 風 力 発 電 タ ワ ー の 構 築 方 法 を 段 階 的 に 示 し た 概 略 図 で
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あ る 。
【 図 ２ 】 Ａ 、 Ｂ は 、 塔 体 の 構 築 方 法 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ト ッ プ タ ワ ー と ボ ト ム タ ワ ー の 構 造 を 概 略 的 に 示 し た 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ガ イ ド と レ ー ル の 取 り 付 け 構 造 を 概 略 的 に 示 し た 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 Ａ は 、 ト ッ プ タ ワ ー と ボ ト ム タ ワ ー と を 緊 結 す る 方 法 を 概 略 的 に 示 し た 縦 断 面 図
で あ り 、 Ｂ は 、 同 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 Ａ は 、 ト ッ プ タ ワ ー と ボ ト ム タ ワ ー と を 緊 結 す る そ の 他 の 方 法 を 概 略 的 に 示 し た
縦 断 面 図 で あ り 、 Ｂ は 、 同 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 ト ッ プ タ ワ ー と ボ ト ム タ ワ ー と を 緊 結 す る そ の 他 の 方 法 を 概 略 的 に 示 し た 縦 断 面
図 で あ る 。
【 図 ８ 】 ト ッ プ タ ワ ー と ボ ト ム タ ワ ー と を 緊 結 す る そ の 他 の 方 法 を 概 略 的 に 示 し た 縦 断 面
図 で あ る 。
【 図 ９ 】 Ａ ～ Ｃ は 、 請 求 項 ２ に 係 る 風 力 発 電 タ ワ ー の 構 築 方 法 を 段 階 的 に 示 し た 概 略 図 で
あ る 。
【 図 １ ０ 】 Ａ は 、 請 求 項 ２ に 係 る 風 力 発 電 タ ワ ー の 構 築 方 法 の 初 期 状 態 を 概 略 的 に 示 し た
縦 断 面 図 で あ り 、 Ｂ は 、 同 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 ト ッ プ タ ワ ー を 上 昇 さ せ る 段 階 を 概 略 的 に 示 し た 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 ト ッ プ タ ワ ー と ミ ド ル タ ワ ー を 緊 結 し た 状 態 を 概 略 的 に 示 し た 縦 断 面 図 で あ る
。
【 図 １ ３ 】 ミ ド ル タ ワ ー を 上 昇 さ せ る 段 階 を 概 略 的 に 示 し た 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 ミ ド ル タ ワ ー と ボ ト ム タ ワ ー を 緊 結 し 、 請 求 項 ２ に 係 る 風 力 発 電 タ ワ ー の 構 築
を 完 了 し た 段 階 を 概 略 的 に 示 し た 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ １ 】
　 １ 　 　 　 ト ッ プ タ ワ ー
　 １ ａ 　 　 ガ イ ド
　 ２ 　 　 　 ボ ト ム タ ワ ー
　 ２ ａ 　 　 レ ー ル
　 ３ 　 　 　 基 礎
　 ４ 　 　 　 ナ セ ル （ 発 電 機 本 体 ）
　 ５ 　 　 　 ロ ー タ ー ブ レ ー ド
　 ６ 　 　 　 油 圧 ジ ャ ッ キ （ セ ン タ ー ホ ー ル ジ ャ ッ キ ）
　 ７ 　 　 　 揚 重 用 連 結 材
　 ８ 　 　 　 ス テ ー ワ イ ヤ ー
　 ９ 　 　 　 ウ ィ ン チ
１ ０ 　 　 　 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 部 材 （ Ｐ Ｃ ａ 部 材 ）
１ ０ ａ 　 　 鉄 筋
１ １ 　 　 　 ベ ー ス 部 材
１ ２ 　 　 　 緊 結 用 鋼 材
１ ２ ａ 　 　 高 力 ボ ル ト
１ ２ ｂ 　 　 ナ ッ ト
１ ３ 　 　 　 緊 結 用 鉄 筋
１ ３ ａ 　 　 縦 筋
１ ３ ｂ 　 　 横 筋
１ ４ 　 　 　 Ｉ 形 鋼
１ ５ 　 　 　 鋼 管
１ ６ 　 　 　 ボ ル ト 孔
２ ０ 　 　 　 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 部 材 （ Ｐ Ｃ ａ 部 材 ）
２ ０ ａ 　 　 突 出 部
３ ０ 　 　 　 ト ッ プ タ ワ ー
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４ ０ 　 　 　 ミ ド ル タ ワ ー
５ ０ 　 　 　 ボ ト ム タ ワ ー
３ ０ ａ 　 　 ベ ー ス 部 材
４ ０ ａ 　 　 ベ ー ス 部 材
４ ０ ｂ 　 　 突 出 部
５ ０ ｂ 　 　 突 出 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(14) JP 2007-71097 A 2007.3.22



【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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